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論文内容の要旨
18世紀後半に英国から産業革命が始まり，機械化の
進展と大工場の建ちならぶ時代は，かつてない生産力の
発展によって恩恵を存分に享受する人々が出現し，資本
主義体制が進行する一方で，格差と貧困が社会を覆い，
その弊害も明らかになっていった。このような状況を打
破すべく，英国ではロバアト・オウエン（1771-1858）
が人々の協同による社会を，構想するばかりではなく
数々の実践を試みた。マンチェスターの郊外では，これ
までの数々の試みの失敗から脱却して後に世界の消費協
同組合（生活協同組合）運動の模範となる「ロッチデー
ル公正先駆者組合」が 1844年に創設される。さらに，
ドイツでは 19世紀後半になってシュルツェ・デーリッ
チュ（1808-83）とフリードリッヒ・ライファイゼン
（1818-88）がそれぞれ手工業型と農村型の信用組合を創
設した。近代的な協同組合運動の始まりである。
さてフランスでは，ジュラ地方でチーズ製造協同組織
「フリュイティエール」が既に中世から存在していた。
そしてフランス大革命と人権宣言，そしてさまざまな政
体と革命を経て理想と現実に常に直面していた先進地域
のフランスにあって，新しい協同の構想が現れないわけ
はなかった。オウエンと同じ時期には，サン・シモン
（1760-1825）や，シャルル・フーリエ（1772-1835）の構
想が現れ，後の世代に大きな影響力を及ぼすことになる。
実践的にも彼らの次世代の人々，例えば，エチィエン
ヌ・カベ（1788-1856）やフィリップ・ビュシェ（1796-
1865）が，実際に労働者によるアソシアシオン構想を具
現化しようとした。
とりわけ自ら出資し，運営を管理し，利潤を配分しよ
うとする生産協同組合形態は，協同組合運動の中でも賃
労働関係を抜本的に克服しようという魅力的な「労働者
の夢」であった。この夢を実現すべく，生産協同組合の
先進国としてフランスでは，19世紀からその思想と実
践において幾多の蓄積が残った。資本と販路という古典
的な難問と，市場競争による競合という困難に直面しな
がらも，この潮流を支持する人々によってフランスの生
産協同組合（労働者協同組合）は今日なお活動と模索が
続いているのである。
現在，「ビオ・コープ」のような新しい形の消費協同
組合が少しづつフランス全土に店舗展開を広げていると
はいえ，1912年に創設された中央会である「全国消費
協同組合連盟」（FNCC）と大規模な地域組合が 1980年
代に相次いで崩壊してしまい，旧来のものは一部しか残
存していないフランスの消費協同組合運動についても，
過去には想像しえないような輝く時代があった。しか
も，「よりよいものをより安く」という存在に留まらず
社会運動の一角を占め，はるかに一般に意識される
存在であったのである。
ところで，これまで日本におけるフランス協同組合史
の研究は，生産協同組合に関しては 2月革命（1848年）
以前の時期に極めて偏しており，それ以降のものは
局所的なテーマを扱ったものや，日本語による翻訳書の
出版を別として，包括的な研究はない。消費協同組合に
ついても詳細な検討は殆どなされていない。さらに理論
上も実践例としても一部に焦点を当てたもの以上の研究
はなされてこなかった。この看過されてきた研究の大き
な空白期を埋めるものとして，少なからず意義を有する
ことと考え，本論文を執筆するに至った次第である。
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本論文の目次概要は次のとおりである。
序章 本研究の目的，先行研究，方法および構成
第 I部 生産協同組合運動と消費協同組合運動の展開
第 1章 生産協同組合運動の展開
第 2章 消費協同組合運動の展開
第 II部 協同組合の理論展開
第 3章 シャルル・ジードの協同組合論
第 4章 エルネスト・ポワソンの協同組合論
第 5章 ベルナール・ラヴェルニュの協同組合公社論
第 6章 ジョルジュ・フォーケの協同組合セクター論
第Ⅲ部 協同組合の具体的実践
第 7章 J.-B.A.ゴダンとファミリステール・ド・ギュ
イーズの実践
第 8章 アルビ・ガラス労働者工場の創設をめぐって
第 9章 サン・クロードにおける協同組合運動とアン
リ・ポナール
第 IV部 理論と実践の到達点
第 10章 エコノミ・ソシアルの思想と理論
終章 むすび──本論文の要点・今後の課題と展望
参考文献
本論文の概要は次のとおりである。
序章では，第 1に本研究が 19世紀後半から 20世紀前
半のフランスの協同組合の理論と実践を生産協同組合と
消費協同組合を中心に解明する目的を明示している。第
2に，日本のみでなくフランス，英国等での先行研究
は，とくに生産協同組合と消費協同組合の包括的な研究
が空白となっている点を明示している。第 3に，本論文
の研究方法は，協同組合論の分析手法で考察している点
を明示している。第 4に，論文構成は，上述の目次構成
の通りである。
第 I部第１章では，19世紀後半から 20世紀初めにか
けてのフランスにおける生産協同組合運動について，そ
の組織と運動の状況や政府や労働者との関係などを中心
に諸潮流を検討した。生産協同組合は実際に十分な実践
を積み，紆余曲折を経ながらも全体としては緩やかな成
長を続ける一方で，正組合員と補助雇員の格差の問題，
資本と販路の問題，民主的な経営管理の問題等が生じた
が，これらを本章で分析した。
第 2章では，元来は地味な運動であったものの第 3共
和政期に発展し始め，さらにさまざまな論争と論議を含
んだフランスの消費協同組合運動について，包括的に検
討した。とりわけ，1885年の「協同組合連盟」の設立
と大会の開催，ジードらニーム派の台頭とブルジョワ
派，社会主義派との対立と分裂，そして 1895年創設の
「協同組合取引所」，さらに 1912年に連盟と取引所が統
一した「全国消費協同組合連盟」（FNCC）の創設まで
を本章で分析した。
第 II部では，フランスの代表的な４人の協同組合指
導者・理論家を検討して分析した。
第 3章では，シャルル・ジードを検討した。彼は国際
協同組合史上，最も著名な人物の一人といっても過言で
はない。さらに近年，現代のエコノミ・ソシアルの系譜
を辿る上でも彼の見解は重要である。本章では，消費協
同組合論，協同組合共和国論，生産協同組合論，彼をめ
ぐる論争を包括的に分析し，彼の協同組合論の本質に
迫った。
第 4章では，連盟と取引所が統一した「全国消費協同
組合連盟」（FNCC）の指導者であったエルネスト・ポ
ワソンを検討した。同時代の社会主義運動における大き
な論争テーマであった所有・管理形態の問題と現実の協
同組合運動との関連にも常に目を向け，注目すべき見解
を表明していた。本章では，彼の共同体所有論と消費者
管理の優越論，さらにジードの協同組合共和国論より踏
み込んだポワソンの見解を分析した。
第 5章では，ベルナール・ラヴェルニュを検討した。
ジードの協同組合共和国論の限界が露呈し始めた時期，
公的企業に対しても協同組合原則が適用可能であり，そ
の適用による協同組合主義の実現を主張する提唱者がラ
ヴェルニュである。本章では，1920年代にラヴェル
ニュの公表した協同組合公社論について論究し，彼の特
異な消費協同組合観を示し，他の人々からの彼への評価
と批判と反論を含め，論点を提示し分析した。
第 6章では，ジョルジュ・フォーケを検討した。1980
年 ICA（国際協同組合同盟）大会で提起されたレイド
ローの報告書『西暦 2000年における協同組合』は，多
くの協同組合関係者に対して大きな反響をひき起こした
が，この報告の論拠として協同組合セクター論が活用さ
れていた。本章ではフォーケについて，協同組合セク
ター論とその周辺について，さらに 20年間のフォーケ
とラヴェルニュの論争を分析した。
第 III部では，具体的な協同組合運動について 3つの
実践例をそれぞれ検討し分析した。
第 7章では，J.-B.A.ゴダンと彼の設立した「ファミ
リステール・ド・ギュイーズ」を多角的に検討した。即
ち，彼の思想と背景，協同住宅，教育，工場，この賛否
両論の評価，国際協同組合運動の関わり等を本章で分析
した。
第 8章では，1896年に創設された「アルビ・ガラス
労働者工場」（VOA）を分析した。この創設と背景，資
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本問題，立地問題，社会主義者の論争，開設と数々の困
難，事業の発展と内部問題の表出等を本章で分析した。
第 9章では，サン・クロードの協同組合運動を検討し
た。消費協同組合ラ・フラテルネル，生産協同組合の動
向，ベルギーのメゾン・デュ・プープル（人民の家）と
の関係性について，さらに指導者アンリ・ポナールの活
動を本章で分析した。
第 IV部第 10章では，協同組合をその概念の中軸に
含むエコノミ・ソシアルについて，かかる思想的背景と
状況を検討した。エコノミ・ソシアルの 4つの潮流，
1889年及び 1900年のパリ万国博覧会での状況，さらに
ジードの批評等を本章では分析した。
終章では，本論文のむすびとして，論文の要点・今後
の課題と展望を明らかにしている。ここから主に次の 5
点を要点として提示した。
第 1に，フランスの生産協同組合について，時代を
追って検討し解明した。1848年の 2月革命におけるア
ソシアシオンの高揚の時期を経て程なく弾圧の時代と
なった後，これまではその存在が消滅したという認識が
あったせいか，19世紀後半以降の状況の実態について
は社会主義運動が詳細に検討された一方，生産協同組合
は全く軽視されていた。しかし本論文では第 2帝政期に
も生き残った生産協同組合が存在していたこと，1880
年前後になるとむしろ国家の姿勢も生産協同組合に好意
的になり，法律や公的な助成制度も次第に整備されて
いったことを明らかにし，さらに，中央会となる生産協
同組合諮問評議会が創設された経緯および消費協同組合
の中央会や対外的な関係を解明した。
第 2に，フランスの消費協同組合について，時代を
追って検討し解明した。平實の研究によれば，フランス
の 17年間にわたる 2つの中央会（「協同組合連盟」と
「協同組合取引所」）の対立後，単純に連盟側の勝利とし
てその統一を結論づけている。しかし，実際にはそのよ
うな単純な構図ではなく，取引所側にもポワソンのよう
な卓抜した人物がおり統一後の消費協同組合運動を指導
していったこと，対立の時期も規模でみると連盟よりも
むしろ取引所側がより伸張していたことを数値で論証し
た。さらに国際的な関係として，19世紀末の英国の協
同組合では卸売組合派と利潤分配派が対立しており，そ
れゆえ英国の協同組合研究者は利潤分配派を進歩的な存
在と位置づけて国際協同組合運動の潮流を認識してき
た。が，フランスでは利潤分配派がむしろブルジョワ派
として社会主義派に位置づけられていたように，英国で
の状況とは利潤分配派の評価が異なることを示した。さ
らにベルギーの協同組合のフランスに与えた影響力を本
論文で解明した。
第 3に，フランスの指導的な 4人の協同組合論者であ
るジード，ポワソン，ラヴェルニュ，フォーケを検討
し，彼らの理論を解明した。ジードは従来の協同組合研
究者が認識したような単純な消費協同組合主義者ではな
く，生産協同組合にも十分な目配りをして評価と限界を
論じていたことを本論文で明示した。また，ともすれば
フォーケが協同組合セクター論の始祖と見なされるが，
実はジードやポワソンにも協同組合セクター論につなが
る思考を含んでいたことを示した。さらに協同組合と公
的セクターとの関係を考えるうえで極めて重要なフォー
ケの長年の論敵であるラヴェルニュの視点と影響が，既
存の研究では完全に抜け落ちていることが判明したた
め，この点を十分に検討し新たに解明した。
第 4に，協同組合運動の実践例であるゴダンとファミ
リステール，アルビ・ガラス，フラテルネルについて検
討して解明した。ファミリステール研究は社会学や建築
学からの分析は幾つかあるが，本論では協同組合論を軸
に社会思想と経済史の研究手法から包括的な分析を行っ
た。アルビ・ガラスについては村田光義の先行研究はあ
るが，これはジョレス研究の視点に留まる局所的なもの
であり，ジョレス以外の人々の関わりを殆ど踏まえては
いない。そのため，本論文ではむしろアルビ・ガラスの
全体像を分析している。また，フラテルネルについては
日本での研究自体，空白であったので，地域特性などの
背景にも配慮しながら分析している。
第 5に，エコノミ・ソシアルの思想と理論について検
討し解明した。ジードとエコノミ・ソシアルについては
類似の研究はあるが，実際の万国博覧会・展覧会におけ
るジードの果たした重要な役割についての具体的分析は
なされてこなかったため，この点を十分に検討した。そ
れとともに本論文ではこれまで看過されていたル・プ
レー派や社会主義派の果たした役割を解明した。
以上の研究によって，19世紀後半から 20世紀にかけ
てのフランスの生産協同組合と消費協同組合の理論と実
践が，実は，極めて先進的であり，かつ多様な動向が
あったことを本論文で明示した。
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審査報告概要
本研究は，19世紀後半から 20世紀前半のフランスに
おける協同組合の理論と実践について生産協同組合と消
費協同組合を中心に分析している。その結果，第 1に，
問題意識が明確であること，先行研究をよく消化してい
ること，第一次史料を含め広範な史料を渉猟しているこ
と，叙述は論理的であることが評価できる。第 2に，日
本におけるフランス協同組合研究史において希薄であ
り，諸外国においても「社会的経済」発生史という独自
の観点から通史としてまとめた研究は希薄である。この
研究史上の間隙を埋める研究として，本研究は評価でき
る。第 3に，理論と実践の歴史的位置づけを明らかに
し，生産協同組合と消費協同組合との両者に研究対象を
置き，両者の関係を明らかにしたことは，研究史上の上
記の間隙を埋める研究として，評価されうる。第 4に，
本研究は，第Ⅳ部「理論と実践の到達点」において，
「19世紀後半から 20世紀前半のフランスにおける協同
組合の理論と実践」を現代社会の問題視点から捉え返
し，1970年代以降の世界の社会経済状況の変化を背景
にした今日の「社会的経済」の問題が各国で，また国連
のレベルで論じられているなかで，社会的経済発生史の
研究という視点からも，評価されうる。
よって，審査員一同は博士（学術）の学位を授与する
価値があると判断した。
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